
８ 違いを認め合おう。  

 

人は、人と関わり合い、社会で共存しながら生活しています。地域にはいろ

いろな人が生活しています。自分とは違う特徴や個性を持っている人も多くい

るでしょう。 

人は誰もがかけがえのない存在です。障害のある人もない人も、誰もが活き

活きと生活できる地域を実現するためには、市民一人ひとりが「みんなちがっ

て、みんないい」という気持ちを持つことが求められています。 

障害のある人も、その人らしく暮らせる地域の実現のためには、当事者や家

族だけでなく、近隣や地域をはじめ、ボランティア、障害者関係団体、行政機

関、教育機関など多くの人たちのつながりが大切です。 

障害のある人が障害のない人と同じような社会生活を送ることができる地域

の実現に向けて、障害について正しく理解すると同時に、誰もが相互に人格と

個性を尊重し、認め合い、支えあう地域を実現することが求められています。 

 

【事例：障害児・障害者のための健康づくり運動教室】 

市内在住の障害のある本人と親の会である「佐倉市手をつなぐ育成会」では、

月２回程度、市内公共施設で、発達に支援の必要なこども・おとなのための健

康づくり運動教室「ちゃれんじどフィットネスクラブ」を開催しています。教

室は、順天堂大学等の学生ボランティア、佐倉市ボランティア連絡協議会にも

協力していただき、運営されています。 

教室では、知ってみようと思う気持ちをお互いに持っていれば、分かりあえ

るというスタンスで、障害に関心がなかった方や障害児に全然接したことがな

い方の参加も歓迎しています。そして、障害児・障害者が、他の人と関係がで

きて、理解してもらったことを嬉しく思えるようになり、地域での生活でも自

分の気持ちを出しやすくなることを願って活動に取り組んでいるとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜ちゃれんじどフィットネスの様子（志津コミュニティセンター）＞ 


